
 

   

 

 

 

【一般質問】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）子育て世代包括支援センターについて 

今後、保健センター内に「子育て世代包括支援センター」が設置される予定です、質問・確認の内容

は次の通り。 

 

【対象者】・・・・・・・基本形（妊産婦及び就学前の乳幼児）が主な対象 

【実施場所】・・・・・・10月から保健センター内、新庁舎では保健センターと子育て支援課に隣接 

【事業内容】・・・・・・現状把握、相談業務、支援プラン作成、連絡調整 

【看板の設置】・・・・・わかりやすい、親しみやすい看板の設置を考える 

【敷居が高くないよう対応策】・・各種教室などを開催し相談しやすい環境づくり、出向いての相談も 

 

（2）家庭児童相談室について 

現在、子育て支援課内に設置されている。 

児童のさまざまな問題について相談指導を行い、問題を持つ児童の早期発見対応に務めている。 

（H28児童福祉法改正により、児童相談所との役割分担が明確化、児童の継続的支援が市の役割） 

 

質問）年間の相談件数は？ 十分な対応はとれているのか？ 

答弁）相談件数も増加しており、今後、担当職員及び相談員の増員等を検討していかなければならな

いのではないかと考えております。 

 

（3）子ども・若者計画について 

 

質問）子育ての今日的課題（児童虐待・いじめ・ひきこもり・不登校・発達障害等）への対応は、従

来の縦割り的な行政の仕組みでは限界であるとして、縦割りを排して総合的に取組む「子ども・

若者育成支援策」という仕組みがある。 

この考えを取入れて包括支援センターの整備を図る考えはないか？ 

答弁）関係部署が多岐にわたるため、庁内の連携体制の整備が必要。 

質問）現状ではその答弁だろう、市長の考えは？ 

答弁）年齢でわかれているのが基本と考える、連携体制の整備が必要。 

要望）新庁舎整備に合わせて、総合窓口整備を研究頂きたい。 
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子育ての相談をしたいとき（子供の年齢がいくつであっても・相談の内容がどんなものであっても）

まずはそこに相談すれば良いという分かりやすい「子育て支援の総合窓口」を提案しています。 

庁舎建設を見据え、行政組織の見直しなども含め提案いたしました。 

 

まとめ 

保健センター内に「子育て世代包括支援センター」が出来ます。子育て支援課内「家庭児童相談室」

の増員等が検討されます。子育て関係のすべての相談を受け付ける「子育て支援の総合窓口」の整備

は現常難しいとのことですが、引き続き要請してまいります。 

 



 

 

12年間の一般質問内容を

冊子にまとめました。 
 

いつも報告書をお届けしている皆様のもとへ順次

お届けしてまいります。 

報告書はもらってないけど冊子を見てみたいとい

う方は FAX か電話でお申し込み下さい。 

お届け致します。 

 

FAX でのお申込み 

住所氏名ご記入のうえ、このチラシを 

0296-44-6244 に送信下さい 

住所  

お名前  

 

電話でのお申込み 

090-9392-1200（住所・氏名をお伝え下さい） 

 

再稼働の是非は県民一人

一人の判断で。 
東海村にある「東海第二原発」現在は運転が止まって

いますが、運転再開の手続きが進んでいます。 

運転再開には、茨城県の同意が必要になります。 

 

その判断をする、知事や県議会議員は私たちが選挙で

選んだ方たちです。 

ですが、選挙の時には、再稼働に対する姿勢だけで投

票を決めたわけでは無いですよね。 

県民の意思を示す機会が必要ではないでしょうか？ 

 

県の重要課題については、県民の意思を直接反映する

ことの出来る制度（県民投票）があります。 

この制度を利用して、県民一人一人が責任をもって、

再稼働の判断をしようとする取り組みがあります。 

 

下妻でも左記の話し合いがありますのでご興味のあ

る方は、是非ご参加ください。 

斯波も参加します（お声掛けあれば送迎しますよ） 


